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〈巻頭言〉持続可能な窒素利用を将来世代のために （人間文化研究機構）林健太郎
〈特集〉持続可能な窒素利用に寄与する化学工学
排ガス・廃水中窒素の資源化技術開発 （産業技術総合研究所）首藤雄大・南 公隆・川本 徹
農業における持続可能な窒素利用の実現に向けた食料システム全体での取り組み 
 （農業・食品産業技術総合研究機構）江口定夫・朝田 景・平野七恵・箭田佐衣子 
 （茨城大学）林 暁嵐・（農業・食品産業技術総合研究機構）廣野祐平・森 昭憲 
 （国際農林水産業研究センター）濵田耕佑・安西俊彦・松本成夫
常温常圧条件における窒素と水からのアンモニア合成 （東京大学）西林仁昭・田辺資明
微生物と鉄を利用した水田土壌における窒素肥沃度向上 （東京大学）増田曜子
大気圧プラズマを用いたN2O5 のオンサイト合成とその応用展開 （東北大学）佐々木渉太・金子俊郎
瀬戸内海の無機窒素栄養塩濃度低下と水産業（ノリ養殖）への影響とその対策 （香川大学）多田邦尚
石炭火力発電所のNOxをNH3 に変換する窒素循環プロセスの提案 （電力中央研究所）秋保広幸
アンモニア蒸留分離プロセスの省エネ革新と窒素資源の循環利用に貢献する 

「超省エネ型アンモニア回収装置」 （木村化工機）池田博史
下排水に含まれる窒素を農業利用する「ビストロ下水道」 （山形大学）渡部 徹
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巻頭言：超臨界反応プロセスの開発と化学工学
特集：高温高圧水を利用した化学プロセスの最前線
高温高圧水：基礎およびその利用技術の特徴
ボイラ水処理用アミンの水熱反応―基礎研究からの知見と展望―
亜臨界水を用いた食品加工残渣の液化とそれを用いた 

新しい酢の開発
食糧系バイオマスの亜臨界水処理と付随する反応
高温高圧水を反応場としたリサイクルを前提とした 

プラスチック開発
超臨界水熱法による金属酸化物ナノ粒子の精密合成
高温高圧水装置の開発，スケールアップ
水熱技術の社会実装を目指したオープンラボの提案

◇会員数（2025年1月末現在）
摘要

種別 前月会員数 当月会員数 

維持会員
特別会員

76社（97口）
381社（383口） 

76社（97口）
381社（383口） 

正会員
学生会員
教育会員
海外会員
名誉会員

4,760
1,585

11
187
114

4,731
1,576

11
191
113

個人会員計 6,657名 6,622名
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